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今後の精神保健医療福祉のあり方などに関  

する検討会第4回  

精神障害者の地域移行と  

地域生活支援  

社会福祉法人巣立ら合  

口尾有樹子  

ゝ表芸妄会   1  



巣立ち会事業の全体図  

ゝ表芸三舎   



巣立ら会の周辺地図  
慈霊堂内科病院  

＋   



巣立ら会の適所事業所  
2008．05．01現在  

名称   定員   利用者   
体験  

合計   

利用者  
平均年齢   生保受給率   

巣立ち風   30名   44名   
18名  

62名   
（17）  

55．0歳   51．2％   

巣立ら工房   20名   39名   
7名  

（6）   

46名   53．6歳   58．5％   

こひつじ舎  40名   65名   
7名  

（7）   

72名   45．1歳   37．7％   
●  

合計   
90名   148名   

32名 （30名）   

180名  
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巣立ら会の居住支援  
∴ ． －・ ；・      ・、＝、‥・  

名称   利用者   定員（居室数）   

巣立らホーム   6名   61   

巣立らホーム三鷹第2   14名   15  

巣立らホーム調布   5名   5  

巣立らホーム調布第2   5名   6   

巣立らホーム調布第3   5名   6   
63  
室  

巣立らホーム調布第4   8名   12   

巣立らホーム調布第5   6名   7  

巣立らホーム調布第6   6名   6 , 

居住支援   28名   33   

計   83名   96   

卜占岩芸‾去   
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巣立ら会の退院促進支援の特徴  

1 住居支援に力を入れている  

2 入院中からトレーニングを行う   

（日中澤動の場への適所）  

3 利用者と一緒に支援を行っている   

（ピアサポート）  

4 NOと言わずに、 対象者として受  

け容れる（多くの条件を付けない）  

5 24時間対応窓口を設定している。  
矢卜純ち会               社台相胤雇人   6  



グループホームなど新築物件5件の状況  

巣立ら   巣立ち   巣立ちホー   巣立らホー   巣立ちホー  
ホーム   ホーム調布   ム調布第2   ム調布第3   ム調布第5   

建築年   H16．2   H17．9   Hl0．6   H15．1   H18．3   

居室数   6   5   6   8   13   

家賃   52万円   42万円   53万円   58万円   102万円   
居室の家賃  65，000  63，000  65，000  60，000  69，000   

地域の地主   元郵便局長   以前、職実兄の  地域の地主。   
経験あり。  

地元で事業を  

家主  地域の地主  
民生委員の経  

農家。   している。  

験あり  民生委員。   

建てて  利用者が建設   東京都の用地   以前、職親を   戚。   
第2の家主の親  東京都の用地  

買収の人を通  

もらう  の不動産屋と  しての情報。   がある。  しての情報。   
交渉したこと  

経緯  がきっ力1丁。  

ゝ占三三一去   
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住居支援に力を入れた理由  

・住居がなければ退院できない  

・退院できる目安が付けば人は変わる  

・家族も地土或に支援者がいれば退院を受け入れる  

・利用者が孤独にならない仕組みが作れる  

・共同で住む事でピアの力が引き出せる  

・病院も支援付き住居があれば退院を勧める  

・適所と組み合わせることでより安定した継続的   
な地土或支援が可能になる  

矢卜巣エち合               一i台福祉‡壱人   8  



巣立ら会 支援提供の流れ  
紐雄耽溺汝爆弾配㌍燃闇兼悪揖惑溺虹鮒故紙漁蝕軌道 野曲臨騨闇髄鞘購鮨醸鰍粛闇  

精神病院  

二㌻  

とりあえず、作業所に通ってみ  
ることにしました。仲間もいて、  

なんとなく楽しそうです。  卜占三三一去   



病院からの適所のメリット  

1 本人も少しずつ慣れてきて自信が  

つく  

病院や家族が安心する  

事業所側では一度に多くの対象者  

を持てる  

本人も日々の目標・仲間が持てる  

自分たらに課題を与えられること  

で本人自身が変わってくる  
矢卜虹ち会              社昏福祉j竜人   10  



ピアサポートの意味  

1 当事者からの話は受け容れやすい  

2 病院関係者が当事者の力を再認識する  

3 当事者が工ンパワメントされる  

4 支援される側から支援者へと支援の輪が  

広がる  

5 担い手の数が増える  

ゝよ三三一去   
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アウトリーチ   出張講演  

退院を経て、現在地土或生活をしている巣立ら会のメンバ±およびス  
タッフが病院の病棟に出向き、入院患者さんと病棟の職員さんに対し  
て自己の体験談や具体的な情幸酎こついてお話します。  
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